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抄 録 

本研究は，クロスカントリースキー競技クラシカル種目のスタート局面におけるダブルポーリング走法お

よびダイアゴナル走法をキネマティクス的手法を用いて解析し，それぞれの走法の特徴を明らかにするこ

とで，加速局面においてより高い滑走速度を得るための示唆を得ることを目的とした．被験者は，日本代

表を含む大学クロスカントリースキー競技者 5 名とした．被験者には，雪上での 50m の直線コースにおい

て，ダブルポーリング走法およびダイアゴナル走法，さらに被験者が最も滑走速度が高くなるように前述

の 2 走法を自由に組み合わせた試技(以下，コンビネーション試技)を用いて静止した状態から最大努力

で滑走させた．被験者の実施をレーザー瞬時速度測定器と高速度ビデオカメラを用いて記録し，50m の

所要時間，10m 毎の平均速度および最高速度，総サイクル数，ピッチおよびストライドを算出した．その

結果，(1) 50m の所要時間に差はみられなかった，(2) 最高速度はダブルポーリング走法がダイアゴナル

走法と比較して有意に高値を示した，(3) 滑走速度は，10-20m 区間においてはダイアゴナル走法がダ

ブルポーリング走法より有意に高値を示し，(4) 30-50m 区間においてはダブルポーリング走法がダイアゴ

ナル走法より有意に高値を示した，(5) コンビネーション試技は，スタート直後にダイアゴナル走法を実

施し，その後ダブルポーリング走法に切り替えて実施されていた．以上の結果から，クラシカル種目にお

けるスタート局面では，まずスタート直後の加速に優れるダイアゴナル走法を用いて，次にダイアゴナル

走法より最高速度の高いダブルポーリング走法に切り替えるというコンビネーション技術が，高い滑走速

度を得るために重要となることが示唆された． 
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